
1. はじめに

1.1. 研究背景と目的

　カーテンウォールは非耐力壁の総称であるが、今や超高層建築物

を建設する上で不可欠な存在である。カーテンウォールを用いた超

高層建築物は〈国連本部ビル〉（1953 年／アメリカ・ニューヨーク）

が始まりだといわれている注 1）。この建物において、プレハブ化さ

れたカーテンウォールは高所作業の合理化に寄与し、以降カーテン

ウォールはプレハブ化された非耐力外壁という捉え方をされるこ

とが多い。また、躯体とは切り離された結果、設計の自由度が高く、

外装部品であるために視認性が高いことから、カーテンウォールに

は意匠上の工夫が様々に凝らされることが多い。

　また、超高層建築物は規模が大きく、カーテンウォール部品はオー

ダーメイド製作としてもある程度の量産効果が見込めるため、建物

にあわせてデザインされることが一般的である。近年の超高層建築

物の増加とともに、その形態も多様化していると考えられ、したがっ

てカーテンウォールのデザインも多様化していることが推察される。

一方で、それらのデザインは、互いに影響を及ぼしあっており、そ

こには意匠的な潮流が認められると考えられる。そこで本研究では、

カーテンウォールの意匠の変遷とその伝播を明らかにするとともに、

超高層建築物の形態との関連性について考察することを目的とする。

1.2. 既往研究と本研究の位置づけ

　超高層建築物の形態についての研究は、小林克弘らによる一連の

研究 3）4) がある。この研究は国内外問わず、事例を網羅的に収集し、

超高層建築物の形態を分類することでその多様性を明らかにしてい

る。また、日本におけるカーテンウォールの研究としては深尾精一

らによる一連の研究 5) がある。この研究では東京都にある建築物を

対象としたカーテンウォールの実態調査が行われ、材料やその構成

に基づき分類されている。日本のカーテンウォールを体系的に捉え

た最初期の研究だと位置付けられるだろう。また、松村秀一・清家

剛らの一連の研究 5）ではプレキャストコンクリートカーテンウォー

ルが対象とされ、仕様書などの調査からカーテンウォール技術の変

遷が明らかにされるとともに、個別の事例調査が行われている。

　上記に述べたような研究は超高層建築物を対象にしているが、建

物の形態とカーテンウォールの双方を扱った研究はない。そこで本

研究では両者を扱うことによって、それらの関わりを考察しながら

事例の分類を行う。

1.3. 論文の構成

　第 1 章では背景と目的を示し、第 2 章では超高層建築物とカーテ

ンウォールの歴史と対象事例について記述し、第 3 章ではその分類

方法を示し、第 4 章で意匠の変遷と伝播について分析を行う。第 5

章にて結論を示し、研究のまとめを行う。

2. 対象事例とその年代

2.1. 超高層建築物の歴史

　1880 年代にアメリカ・シカゴで摩天楼と呼ばれる建物が誕生し

たことが高層建築物の始まりであると言われている注 2）。1890 年代

には摩天楼の建設の中心がアメリカ・ニューヨークにうつり、高さ

が 300 ｍを超える超高層建築物が出現する。

　第二次世界大戦後も引き続きアメリカを中心に超高層建築物が建

設がされる。この頃ガラスと金属でできた箱型の高層建築物のデザ

インが一般化し、同時期の 1961 年、アメリカ・ニューヨークでは

容積率制度が導入注 3）された。箱型の高層建築物のデザインは世界

各地に波及し、ヨーロッパやアジアでも 1960 年代以降建設される。

　1990 年以降、超高層建築物の建設の中心はアジア圏に移り高さ

が 800m を超える建築物注 4）も建設される。またその形態の操作も

多様化しており、外観が特徴的なランドマークとなる建物も増えて

いる注 5）。

2.2. カーテンウォールの歴史

　19 世紀後半にヨーロッパで鉄骨構造が開発された頃から非耐力

外周壁という意味でのカーテンウォール（以下、CW と略記する）

が使われ始めた。この代表例として広く知られているのはクリスタ

ルパレス注 6）（1891）の外周壁である。その後はシカゴ派の建築家

カーテンウォールを用いた超高層建築物のファサードデザインの変遷と伝播
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図 2　建設年代別の収集作品の事例数

表１　国別の収集作品の事例数

図 1　高さ別の収集作品の事例数
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A-1/247 件 A-2/54 件 A-3/57 件 A-5-1/11 件 A-5-2/23 件

B-1-1/8 件 B-1-2/45 件 B-2/3 件

C-1/14 件 C-2-1/2 件 C-2-2/11 件

C-3-1/13件C-3-2/12 件C-4-1/4 件 C-4-2/1 件

D-1/7 件 D-3/3 件D-2/5 件

E-1/2 件 E-2/2 件 E-3/5 件 E-4/4 件

F-1/11 件 F-2/18 件 F-3/9 件

G-1/6 件 G-2/2 件 G-3/1 件

H-1/1 件 H-2-1/3 件 H-2-2/21 件

H-3/1 件 H-4/1 件 H-5/1 件

I-1-1/32 件 I-1-2/18 件 I-2-1/26 件

I-2-2/8 件 I-3/10 件 I-4/3 件 I-5/1 件

J-1/33 件 J-2/14 件 J-3-1/3 件 J-3-2/2 件 J-3-3/1 件

J-4/3 件 J-5-1/10 件 J-5-2/16 件 J-5-3/2 件 J-5-4/1 件

K-1-1/2 件 K-1-2/1 件 K-2/6 件

K-3/1 件 K-4/1 件 K-5/1 件

A-4/11 件

C-2-3/13 件

同形積層 /529 件
矩形 /403 件

多角形 /三角形 /56件

円形 /70件

同形状組合せ /28件

異形状組合せ/47件 連棟表現 /85件 特殊形状 /12件

積層平面形変化 /126 件
連続的変化 /28件 断続的変化 /98件矩形 /15件

円形 /13件

ベース矩形 /38件

ベース円形 /9件

□ /( 事例数 ) 件

表 2　カーテンウォールの意匠に着目した分類表

パネル,出窓,鋭角

柱梁カバー,単窓

柱梁カバー,スパン窓

梁カバー,横連窓

l/153 件

t/7 件

p/5 件

柱カバー,縦連窓 柱梁カバー,単窓 柱梁カバー,スパン窓 柱カバー,縦方立,縦連窓

柱カバー,縦方立,縦連窓,構造 縦方立,縦連窓 縦方立,縦連窓,柱パネル 縦方立,スパン窓

縦方立,ランダム 縦方立,出窓 柱パネル,出窓

a/40 件 c/34 件b/4 件 d/77 件

e/2 件 f/71 件 g/1 件 h/2 件

i/2 件 k/1 件j/1件

柱梁カバー,スパン窓,方立 柱梁カバー,単窓 パネル パネル,梁方向

プレキャストコンクリート 全面ガラス 全面ガラス,トラス パネル,出窓,リブ

特殊型

m/48 件 n/49 件 o/1 件

r/1 件 s/1 件q/78 件

x/1 件

u/3 件

w/139 件

v/9 件

横強調型 /151件縦強調型 /235 件 同調型 /344 件

（特徴）
□ /(事例数 )件

( 凡例）

分類記号

CW の特徴を外観に着目して

図化した

分類記号

超高層建築物

の立体形状の

概略図を示す

( 凡例）

らにより大きなガラス窓をもつ CW が使われるようになる。第二次

世界大戦後 (1939-1945）には鉄骨構造の発展とともに建物の高層

化が可能になったことが要因となり、CW の言葉の定義に「プレハ

ブ化した外周壁」という意味合いが追加される。

2.3. 事例の収集と研究方法

　前述した背景に基づき、調査対象の建設年代を 1950 年から 1999

年とし、『The Skyscraper Center10)』に掲載されている建物の中か

ら外観の画像が収集できるものを収集した。高さが 150m 以上注 7）の

建物を対象としたところ、収集事例は全 7 地域 33 か国の 827 事例

となった（表 1）。調査項目は建設年、建物名、所在地（国名 /都市名）、

設計者、施工者、高さ、階数とした。また、外観写真に基づいて建

物の形態及び CW を分類した。分類方法の詳細については、本論に

て述べることとし、ここでは省略する。

3. 分類方法

3.1. カーテンウォールの分類

　CW の分類には様々な方法がある注 8）が、本研究においては、CW

の構成方法と窓ガラスの意匠に基づき新たに表 2 に示す 24 項目を

定義した。この 24 項目は縦強調型（柱カバーや方立によって横方

向よりも縦方向の部材が勝っている）、同調型（横方向縦方向に勝

ち負けが存在しない）、横強調型（梁カバーや無目によって縦方向

よりも横方向の部材が勝っている）の 3 項目に大別できる。なお、

1 事例の中で 2 種類以上の CW を使用している場合は複合型に分類

した。

3.2. 超高層建築物の形態の分類

　本研究では、積層パターンと平面の形状に着目して建物の形態を

分類した。結果、表 3 に示すとおり、積層された平面形が変わらな

い「同形積層」、平面形が変化する「積層平面形変化」、平面が数種

類の形状を組み合わせているもののうち、同形状の組み合わせであ

る「同形状組合せ」異形状の組み合わせである「異形状組合せ」に

大別できた。また、その他に「連棟表現」「特殊形状」を加え、A

～ K の 11 種類 59 項目に分類した。

4．超高層建築物におけるカーテンウォールと形態の関係

4.1. 概況

　前章で行った分類にしたがい、図 3 にカーテンウォールを建物の

表 3　超高層建築物の形態の分類表
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図 3　超高層建築物の形態と CW の年代変遷のグラフ



形態の変遷をまとめた。ここでは 5 年ごとにｘ軸方向に CW、y 軸方

向に超高層建築物の形態を並べた表を作成し、事例数をプロットし

た。事例数は円の大きさで表し、建設された地域の構成を円グラフ

で表した。図の点線は CW の変遷の主流を示す。

　1950 年頃にアメリカを中心に超高層建築物が見られ、その後は

1965 年頃から他地域でも建設されている。また 1985 年頃から中国

を始めとするアジア地域での建設数が増加している。

　図より CW の意匠には主流があると考えられる。主流とみなせる

CW は様々な形態の建物に採用され、地域的な広がりも認められる。

CW の主流は 1970 年頃が縦強調型、1975 年頃が同調型、1980 年頃

が横強調型、1985 年頃が複合型であり、流行の移り変わりがある。

4.2. 個別の分析

　1950 年頃の黎明期の超高層建築物では建物の形態の種類は限ら

れているが、CW の種類は多数に渡っている。このことから、当時

の超高層建築物の独自性は CW のデザインで示されており、形態の

新規性は過度に追求していなかったと考えられる。これは事務所ビ

ルが多く用途が単純であったことや、超高層建築物の建設の主流で

あったアメリカでは箱型の建築が流行していたことが要因であると

考える。また、その後もしばらく形態の多様化が起きていないこと

は高さゆえの構造上の制約があったことが一因として考えられる。

　縦強調型の【d】【f】が最初期に広がりを見せたのは〈Seagram 

Building〉注 9) の影響が大きいと考えられる。この事例は日本でも

CW の導入に向けた文献 11）などで数多く取り上げられている。また、

類似した CW の表現として【g】【h】【i】【j】【k】が見られるが、そ

の出現は 1960 年～ 1979 年までの間で起きており、縦強調の中でも

より個別性の高い CW の表現である。

　形態【H】は【A】【B】【C】に比べると特殊的な表現ではあるが、

超高層建築物の定型として好まれていた傾向がある注 10）。縦強調型

を中心として広まった形態であったが、横強調型でも採用される形

態となり、その関係性に決まった制約はないと考える。

　横強調型【u】の出現は 1950 年代と早いが、その後はあまり建設

されていない。200m 以上の建物にこの CW が採用されていないこと

から、高層化には適さなかったのではないかと考える。一方、類似

した【w】が横強調型の主流として定着し、各地域での建設が行わ

れている。

　建設当時、世界一の高さを誇った〈Sears Tower〉注 11) は【J】に

分類される。CW の表現は異なるが、後に世界一の高さとなる〈Burj 

Khalifa〉注 12) と形態が酷似している。このことから突出した高さ

の建物に固有の建物形態は存在するが、CW の表現は様々であると

いえる。

　1990 年 -1999 年は CW で特殊表現をすることが少なくなり、一定

の CW の種類に収束していることから、CW の安定期と捉えられる。

この時期と重なるように【複合型】の事例数が 1985 年から急激に

伸びている。つまり、形態と CW の組み合わせ方により超高層建築

物の多様性が生み出されていると考えられる。また異なる CW 同士

の組み合わせが可能になったことからその種類が安定したのと考え

られる。

6．まとめ

　CW は 1950 年代までに主流となる種類は一通り出され、一方で建

物の形態は近年になるほど多様化することが分かった。つまり、CW

の多様化は超高層建築物の建設数が伸びる以前に起きていたことで

ある。また、CW は流行が起きているものもある一方、事例数がか

なり少ない種類も多い。また、複数件建てられることがあっても、

建物自体の形態は異なり、より個別性の高い表現が追求されている

ことが分かった。

　超高層建築物の多様性は CW と形態の組み合わせのバリエーショ

ンにより担保されるが、1990 年代以降、CW は汎用性が高い種類に

収束しながら、既出の CW の種類の組み合わせ（複合型）によって

差異が図られ、建物自体の独自性はむしろ形態の表現の多様化に

よって追求されている。1990 年以降にみられるこの現象は、超高

層建築物の構造形式は解析技術等の発展から自由になったが、外周

壁は環境性能の水準が強くなり、技術の制約が厳しくなり、CW に

その自由度が失われていった結果であると考えられる。

注

注 1)　 超高層建築物に限らない場合、1950 年代以前にカーテンウォールの使

用が見られる（文献 2）。また国連本部ビルの建設年は、資料により諸

説あるが、本研究では 1953 年を採用する。

注 2)　 最初期の摩天楼はルイス・サリヴァン設計によるウェインライト・ビ

ル（高さ 10 階建て）だと考えられている。その後の摩天楼を予見させ

る垂直性を強調したものであった（文献 7）。

注 3)　 容積率はニューヨークでゾーニング法廃止に伴い導入され、箱型の高

層建築物の一般化を後押しした。のちに、日本でも容積率が導入され

ている。容積率を導入することによって、高い建物を建設するために

はより多くの空地を地上に設けなければならなくなる。

注 4)　 2009 年、ドバイに Burj Hariha が建設され、初めて 800m を超える建

物が完成した。今現在もそれを超える高さの建物が計画されており、

高層化は今後も進むと考えられる。

注 5)　 現在超高層建築物の主流は中東アジア、アジア地域であるが、周辺の

開発に先立ち、超高層建築物の計画が始められることが多い。周囲に

同等の高さの建物が見られない場合、建物全貌が把握可能なためかラ

ンドマーク化する傾向にある (文献 7)。

注 6)　 ロンドンのハイド・パークを会場に開催された万国博覧会の展示館と

して建設された建物。J. パクストンの設計。規模は長さ 1847 フィー

ト（約 560 ｍ）、幅 408 フィート（約 120 ｍ）である (文献 1)。

注 7)　 超高層建築物の高さには明確な定義はないが、本研究では 150m 以上の

建築物を超高層建築物としている。

注 8)　 参考としたカーテンウォールの分類方法については本論にて述べる

注9)　 アメリカ・ニューヨーク、高さ 157m、Ludwig Mies van der Rohe 設計 (文献 9)

注 10)　自然で素朴な超高層建築のあるべき姿は何かをテーマに研究検討が行われた。

オーナーはシカゴのファーストナショナル銀行を推奨していた（文献 11）。

注 11)　アメリカ・シカゴ、高さ 442m、Skidmore,Owings and Merrill 設計 ( 文献 9)。

注 12)　UAE・ドバイ、高さ 829.8m、Skidmore,Owings and Merrill 設計 ( 文献 9)。
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